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私たちは、コロナ感染拡大防止のために、国・都・区に協力して、三密をさける、マ

スク着用、手洗い、活動自粛、休業など、できることは何でもやってきました。しかし、

新宿区民の新型コロナウイルス感染者は１７００人を大きく超え、エピセンター（震源

地）化しているとも言われています。

新宿区は、歌舞伎町の感染者が出たホストクラブやキャバクラなど夜の接客業にＰＣ

Ｒ検査を集団的に行うなど対策を行っています。関係者の努力に敬意を表します。しか

し、感染は区内の保育園・学童クラブ、特別養護老人ホーム、障害者通所施設、中学校、

劇場、コンビニエンスストアなど身近でかつ、様々な業種の事業所に広がっています。

もはや誰にでも感染しうる市中感染の状況ではないでしょうか。

海外では無症状者をふくめ希望者全員の検査を実施し、感染抑制に成功しています。

新宿でも、感染拡大を防ぎ区民の命を守るために、無症状の方を含め希望する新宿区民・

在勤者・在学者全員を対象にＰＣＲ検査(全数検査)を実施すべきではないでしょうか。

他の自治体と比べ、新宿区は区内の感染状況を区民に明らかにしていません。区のホー

ムページを見ても、日々の検査総数、感染数、重症者数、死亡者数、治療状況、感染場

所がわかりません。区民が正しく対処するためにも、プライバシーに配慮しつつ、詳細

な感染情報を公開すべきではないでしょうか。

以下、要望します。

１，希望する新宿区民・在勤者・在学者全員に、ＰＣＲ検査を実施してください。

特に医療機関、介護施設、福祉施設、保育園・幼稚園、学校など、集団感染のリス

クが高い施設に勤務する職員、出入り業者に対して定期的なＰＣＲ検査等を行って

ください。必要に応じて、施設利用者全員を対象にした検査をしてください。

２，感染拡大防止のために、区内の感染の詳細な実態を区民に知らせてください。
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